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いうものであった（例えば，Brander and Spencer, 1983 ; Fudenberg and Tirole, 1984 ; Bulow et al.,
1985）１）。



































































いる。２段階ゲームモデルを用いて戦略的コミットメントに関する考察を行った Fudenberg and Tirole






















ランタイプの寡占企業が R&D投資水準の決定を独立に行うケース（ケース A），産業内協調 R&D投
資を行うケース（ケース B），そして産業間協調 R&D投資を行うケース（ケース C）のそれぞれにつ
いてサブゲーム完全均衡値を導出する。第４節では第３節で導出された３つのケースのサブゲーム完
全均衡値の比較を行う。最後に第５節は結論に当てられる。
２ モ デ ル









2  ui xjuj， ij  12， i  j，  
pk 2 12y k
vk
2  vk ylvl， kl  34， k  l， 
である３）。ただし，xi と ui は産業１に属する企業 i の産出量と品質水準を表わし，yk と vk は産業２
に属する企業 k の産出量と品質水準を表わす。本稿では企業の産出量はいずれも正であると仮定す
る。さらに産業１に属する企業 i の品質水準 ui は自身とライバル j の品質改善型 R&D投資水準 Ri
と Rj，そ し て 産 業２に 属 す る 企 業 k と l の 品 質 改 善 型 R&D投 資 水 準 Sk と Sl の 関 数
ui  [Ri14R j14(Sk14Sl14 )]，0，である４）。Symeonidis（２００３）に倣い，は技術機会の指
標を表わすパラメーターで，外生的に決定されるものとする。さらに上記の関数 ui は産業内と産業
間の双方で R&Dスピルオーバーが存在することを表わしており，(01)および(01)はそれ




同様に産業２に属する企業 k の品質水準 vk は自身とライバル l の品質改善型 R&D投資水準 Sk と
Sl，そ し て 産 業１に 属 す る 企 業 i と j の 品 質 改 善 型 R&D投 資 水 準 Ri と Rj の 関 数
vk  [Sk14S l14(Ri14Rj14 )]，0，である。さらに   および  式の (02)は製品差別
化の程度を表す。なお，  0の場合には極限において両企業が生産する財は独立であるのに対し，  2の場合には，ui  uj（vk  vl）であるならば，極限において完全代替財となることを意味す
る。なお pi 1 は産業１に属する企業 i の生産物価格を表し，pk 2は産業２に属する企業 k の生産物価
格を表わすものとする（Steurs，１９９５；Sutton，１９９７；Symeonidis，２００３）。
逆需要関数 および式から次の需要関数を導くことができる。
xi  ui 2u i (1pi 1) u j (1pj 1)  (2 )(2 ) ， ij  12， i  j， 
yk  vk 2v k (1pk 2) v l (1pl 2)  (2 )(2 ) ， kl  34， k  l． 




６） R&D投資の関係式 ui の関数型を特定するに当たり企業の R&D投資水準の指数を１／４とする理由は，それによって
明示的な解が得られるためである。従って指数１／４は分析から導かれる結果に重大な効果を有するものではなく，R&
D投資の品質改善効果に関する仮定が満たされる限り，その変更は導かれる結果に質的な影響を及ぼさない。さらに以
下で説明される R&D投資の関係式 vk のそれについても同様である。
１３６ 大 橋 克 成
－２４－












階条件は i 1p i 1 ui 2u i (1pi 1c )u j (1pj 1)  (2)(2)  0， ij  12， i  j，  k 2pk 2 vk 2v k (1pk 2c )v l (1pl 2)  (2)(2)  0， kl  34， k  l， 
である。ところで，最大化のための２階条件と局所的安定条件はそれぞれ満たされる。 および 
式から各産業に属する企業 i と k の反応関数
pi 1 u j4u i pj 12u i (1c )u j4u i ，





pi 1 c (1c ) (8 2)ui 2 u j  (4 )(4 )u i ，  
pk 2 c (1c ) (8 2)vk 2 v l  (4 )(4 )v k 
が導かれる。さらに，，， および式より各産業に属する企業 i と k の均衡利潤はi 1 2 (1c )2 (8 2)ui 2 u j  2
(2 ) (2 ) (4 )2 (4 )2， k 2 2 (1c )2 (8 2)vk 2 v l  2
(2 ) (2 ) (4 )2 (4 )2 
で 与 え ら れ る。企 業 の 産 出 量 は い ず れ も 正 で あ る と 仮 定 し て い る こ と か ら，
2 (8 2)uiuj (8 2)2 ，ij  12，および 2 (8 2)vkvl (8 2)2 ，kl  34，
でなければならない。
pi 1，pk 2，i 1 およびk 2が以上のように決まることを考慮して，第１段階では企業が生産物の品質
水準を決定する。ここで，企業は純利潤（i 1Ri およびk 2Sk）を最大化するように R&D投資水
準を決定する。するとその最大化のための１階条件はi 1R i  i 1u i u iR i i 1u j u jR i  1，i  j， k 2S k  k 2v k v kS k k 2v l v lS k  1，k  l， 
で与えられる。
分析を単純化して企業が対称的であると仮定する７）。 および  式を整理して，R&D投資の関係
式 ui および vk を念頭に対称均衡を解くならば，R&D投資水準として
R A  S A  4 (1c )4 (8 2)2   2 (12	)2















uA  vA   2(1c ) (82)2  12 (12)32
(2)12 (4)12 (4) 
となる。，，，，，， および式からそれぞれサブゲーム完全均衡産出量とサブ
ゲーム完全均衡利潤
xA  yA  2 4 (1c )3 (82)2  (12)3
(2)2 (4) (4)3 ， 	1A  2A  2 4 (1c )4 (2) (82)2  (12)3





A 4 4(1c )4 (82)2  (12)2 2(122)4(4)(3)(1622)  











１０） 消費者余剰 CSと生産者余剰 PSはそれぞれ以下の通りである。
CS
A  8 4 (1c )4 (82)2  (12)3(2)2 (4)(4)4，
PS
A  4 4 (1c )4 (82)2  2(82)4(4)(2)(842)  (12)2
(2)2 (4)2 (4)4 .
１３９製品差別化の下での品質改善型 R&D投資と R&D政策：ベルトラン価格競争モデル
－２７－
 I 1  i 1 j 1 2 (1c )2 (82)ui 2u j  2
(2)(2) (4)2 (4)22 (1c )2 2u i (82)uj  2(2)(2) (4)2 (4)2 ，ij  12，i  j， I 2  k 2 l 2 2 (1c )2 (82)vk 2v l  2
(2)(2) (4)2 (4)22 (1c )2 2v k (82)vl  2(2)(2) (4)2 (4)2 ，kl  34，k  l，
である。各産業の企業 i と k はそれぞれ結合純利潤（ I 1Ri Rj と I 2Sk Sl）を最大化するよ
うにその R&D投資水準を決定する。すると最大化のための１階条件は I 1R i   I 1u i u iR i  I 1u j u jR i  1，   I 2S k   I 2v k v kS k  I 2v l v lS k  1 
で与えられる。
企業の対称性をケース Aと同様に仮定する。そこで，  および  式を整理して，R&D投資の関
係式 ui および vk を念頭に対称均衡を解くとき，産業内協調下の R&D投資水準












１１） 対称均衡において2 I 1R i2  2 (1c )2 (82)2(24432)6(4)(2)2(832)(82)22(832)6(4)(2)(24432)R324(2)(2) (4)2 (4)2 	0
が成立するならば，２階条件は満たされる。
１４０ 大 橋 克 成
－２８－
xB  yB  2 4 (1c )3 (2)(1) (12)3











合利潤はik  i 1k 2 2 (1c )2 (82)ui 2u j  2
(2)(2) (4)2 (4)22 (1c )2 (82) vk 2v l  2(2)(2) (4)2 (4)2，
ijkl  1234， i  j  k  l，
である。各産業の企業 i と k は結合純利潤（ik Ri Sk）を最大化するようにその R&D投資水準
を決定する。すると最大化のための１階条件はikR i  iku i u iR i iku j u jR i ikv k v kR i ikv l v lR i  1， ikS k  iku i u iS k iku j u jS k ikv k v kS k ikv l v lS k  1 	
で与えられる。




B  8 4 (1c )4 (2)(1) (12)3(2)2 (4)4，
PS
B  4 4 (1c )4 (2)2 (1)(14) (12)2(2)2 (4)4.
１４１製品差別化の下での品質改善型 R&D投資と R&D政策：ベルトラン価格競争モデル
－２９－
R C  S C   4 (1c )4 [(82)2(4)(2)]2 (12)2
(2)2 (4)2 (4)4  





uC  vC   2(1c ) [(82)2(4)(2)]12 (12)32
(2)12 (4)12 (4) 
となる。，，，，，， および式からそれぞれサブゲーム完全均衡産出量とサブ
ゲーム完全均衡利潤
xC  yC  2 4 (1c )3 [(82)2(4)(2)] (12)3






C 4 4 (1c )4 [(82)2(4)(2)] (12)2
[2(122)(40232)(1622)](2)2 (4)2 (4)4 
が導かれる１４）。




C  8 4 (1c )4 [(82)2(4)(2)] (12)3(2)2 (4)(4)4，
PS
C  4 4 (1c )4 [(82)2(4)(2)] [2(82)3(4)(2)(842)] (12)2
(2)2 (4)2 (4)4 .
















R C  R B，uC  uB，xC  xB，C  B，WE C  WE B
for   (1) (1)28()2  if ，
R C R B，uC uB，xC xB，C B，WE C WE B








（ｉ） 0  [(1) (1)28()2  ]()のとき，R A  R C  R B，uA  uC  uB，
１４３製品差別化の下での品質改善型 R&D投資と R&D政策：ベルトラン価格競争モデル
－３１－
xA  xC  xB および WE A  WE C  WE B となる。
（ｉｉ） [ (1 ) (1)28( )2  ]( ) [ 1 182  ]のとき，
R A  R B R C，uA  uB uC，xA  xB xC および WE A  WE B WE C となる。さらに
（ｉｉ） [ 1 182  ] 2のとき，R B R A  R C，uB uA  uC，xB xA  xC および
WE
B WE A  WE C となる。
この結果には次のような直観的説明が与えられる。企業 i の R&D投資が同一産業のライバル j の
利潤あるいは他産業に属する企業 k のそれに与える外部性は，R&Dカルテルの形成によって内部化
される。この外部性は Kamien et al.（１９９２）が「結合利潤外部性（combined−profits externality）」と呼



















１５） 競争的に R&D投資が行われるケース（ケース A），産業内協調 R&D投資が行われるケース（ケース B）および産業
間協調 R&D投資が行われるケース（ケース C）のサブゲーム完全均衡 R&D投資水準をそれぞれ非協調解，産業内協
調解および産業間協調解と表す。
１６） もし[ 1 182  ]が成立するならば，産業内結合利潤外部性はゼロとなるため，産業内協調解と非協調解
は等しくなる。
１７） もし[ (1 ) (1)28( )2  ]( )が成立するならば，産業間と産業内の結合利潤外部性は等しくな
るため，産業間協調解と産業内協調解は等しくなる。

















ため産業間協調 R&D投資を行う企業が，競争的に R&D投資を行う場合に比べて過大な R&D投資を
行 う 理 由 は 明 白 で あ る。さ ら に 産 業 間 協 調 R&D投 資 が 行 わ れ る 場 合，()













（ｉ） 0[ 1 18 2  ] のとき，R A R B R C，uA uB uC，xA xB xC および
WE
A WE B WE C となる。さらに
（ｉｉ） [ 1 18 2  ] 2のとき，R B R A R C，uB uA uC，xB xA xC および
WE










































































 I 1 R i    i 1 u i  u i R i  i 1 u j  u j R i  i 1 R i    j 1 u i  u i R i  j 1 u j  u j R i   0， （A1） ik R i    i 1 u i  u i R i  i 1 u j  u j R i  i 1 R i    k 2 v k  v k R i  k 2 v l  v l R i  0 （A2）
と表すことができる。（A1）および（A2）式より対称均衡では I 1 R i   2 (1c )2 (82)2 (12)R12(2) (4)(4)2 1 	
 2 (1c )2 (82)2 (12)R12(2) (4)(4)2 	
 0，（A3）
 ik R i   2 (1c )2 (82)2 (12)R12(2) (4)(4)2 1 	
 2 (1c )2 (2)(12)R12(2) (4)2 	
 0 （A4）
となる。両式の右辺第１項は自己利潤に対する産業１に属する企業 i の R&D投資の影響を表わす。
これに対し，（A3）式の右辺第２項は産業１に属する企業 i の R&D投資が同一産業に属するライバ
ル j の利潤に与える外部性（産業内結合利潤外部性）を表わしている。さらに（A4）式の右辺第２




れぞれ以下の関係から分かる。 2I 1 R j  R i  2 (1c )2 (82)2 (82)2 Ri34Rj342(2)(2) (4)2 (4)2 ０
for 	1 182 ，i  j， 2ik S k  R i  2 (1c )2 (82)2 Ri34 Sk342(2) (4) (4)2 	0，i  k．
つまり産業内協調 R&D投資が行われる場合，	[1 182 ]のとき R&D投資の間に戦略的
１８） （A3）式の右辺第２項と（A4）式の右辺第２項を比較するとき，
（A4）式の右辺第２項－（A3）式の右辺第２項＝




０，for (1) (1)28 ()2 if 	，
＞０，for (0
2) if ．




いて両者の比較を行うとき，2ikS k R i   2I 1R j R i 2 (1 c )2 [(8  2) 2 ] [(4 )(2  ) (8  2) 2 ]R 322(2 )(2  ) (4 )2 (4  )2
を得る。この結果から以下のことが分かる。2ikS k R i   2I 1R j R i ０，for   (1 ) (1 )28( )2   if 	，	0，for  (0
2) if ．
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Quality−Improving R&D and R&D Policy in
Differentiated Oligopoly : Bertrand−Price Competition
Katsunari Ohashi
This paper considers whether the results of Steurs (1995) hold under differentiated oligopoly with quality−
improving R&D when firms play the role of Bertrand player, focusing on the choice of optimal R&D policy.
When making comparisons of market performances among three cases (e.g. R&D competition, intra−industry R
&D cooperation and inter−industry R&D cooperation), we show that the optimal R&D policy depends on the
relationship between intra− and inter−industry spillovers as well as the level of spillovers and product
differentiation. Therefore, the government must coordinate the policy according to the level of spillovers and
product differentiation after the government has probed the relationship thoroughly.
１５１製品差別化の下での品質改善型 R&D投資と R&D政策：ベルトラン価格競争モデル
－３９－
